
第
六
条
第
七
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

十

ハ
ン
ガ
リ
ー
協
定

一

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
領
域
内
に
お
け
る
就
労
先
の
登
録
番
号

二

当
該
申
請
に
係
る
被
保
険
者
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
領
域
内
に
お
け
る

就
労
に
関
し
他
の
雇
用
契
約
を
締
結
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨

三

当
該
申
請
に
係
る
被
保
険
者
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
領
域
内
に
お
け
る

就
労
に
関
し
他
の
雇
用
契
約
を
締
結
す
る
と
き
は
、
当
該
他
の
雇
用

契
約
が
申
請
者
の
関
連
す
る
雇
用
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
旨
及
び

当
該
関
連
す
る
雇
用
者
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
領
域
内
に
事
業
所
を
有
す

る
旨

第
七
条
第
七
号
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

七

ハ
ン
ガ
リ
ー
協
定

一

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
領
域
内
に
お
け
る
就
労
先
の
登
録
番
号

二

当
該
申
請
に
係
る
被
保
険
者
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
領
域
内
に
お
け
る

就
労
に
関
し
他
の
雇
用
契
約
を
締
結
し
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨

三

当
該
申
請
に
係
る
被
保
険
者
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
領
域
内
に
お
け
る

就
労
に
関
し
他
の
雇
用
契
約
を
締
結
す
る
と
き
は
、
当
該
他
の
雇
用

契
約
が
申
請
者
の
関
連
す
る
雇
用
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
旨
及
び

当
該
関
連
す
る
雇
用
者
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
領
域
内
に
事
業
所
を
有
す

る
旨

規

則

告

示

平成™œ年˜™月˜š日 金曜日 (号外第™�™号)官 報

人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
倫
理
法
に
基
づ
き
、
人
事
院

規
則
二
二
e

〇
（
倫
理
法
の
適
用
を
受
け
な
い
非
常
勤
職

員
）の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日

人
事
院
総
裁

原

恒
雄

人
事
院
規
則
二
二
e

〇
e

四

人
事
院
規
則
二
二
e

〇
（
倫
理
法
の
適
用
を
受
け

な
い
非
常
勤
職
員
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院

規
則

人
事
院
規
則
二
二
e

〇
（
倫
理
法
の
適
用
を
受
け
な
い

非
常
勤
職
員
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
号
中
「
経
済
財
政
諮
問
会
議
」
の
下
に
「
、
国
家

戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
十
五
条
第
二
項
第
四
号
の
表
の
三
の
項
第
一
欄
中
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
協
定
」
を
「
社
会
保
障
に
関
す
る
日
本

国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
間
の
協
定
（
以
下
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
協
定
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
六
条
の
二

令
第
百
一
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

政
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
及
び
第
八
条
の
規

定
を
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
国
民
年
金
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三

年
厚
生
労
働
省
令
第
十
号
）
附
則
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
附
則
第
三
条
第
二
項

第
三
号
中
「
施
行
日
」
と
あ
る
の
は
「
社
会
保
障
協
定
（
社
会
保
障
協
定
の
実
施
に
伴
う
厚
生
年
金
保
険
法
等
の

特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
四
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
社
会
保
障
協
定
を
い
う
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
効
力
発
生
の
日
（
二
以
上
の
相
手
国
期
間
（
同
条
第
七
号
に
規
定
す
る
相
手
国

期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
有
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
手
国
期
間
に
係
る
社

会
保
障
協
定
に
応
じ
当
該
社
会
保
障
協
定
の
効
力
発
生
の
日
を
い
う
。）」
と
、
同
令
附
則
第
四
条
中
「
国
民
年
金

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
二
十
七
号
。
以
下「
平
成
二
十
二
年
改
正
法
」と
い
う
。）

の
施
行
日
」
と
あ
る
の
は
「
社
会
保
障
協
定
（
社
会
保
障
協
定
の
実
施
に
伴
う
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
特
例
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
四
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
社
会
保
障
協
定
を
い
う
。
以
下
こ
の

ハ
に
お
い
て
同
じ
。）の
効
力
発
生
の
日
（
二
以
上
の
相
手
国
期
間
（
同
条
第
七
号
に
規
定
す
る
相
手
国
期
間
を
い

う
。
以
下
こ
の
ハ
に
お
い
て
同
じ
。）を
有
す
る
者
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
手
国
期
間
に
係
る
社
会
保
障
協

定
に
応
じ
当
該
社
会
保
障
協
定
の
効
力
発
生
の
日
。
次
条
第
三
項
第
七
号
ロ
に
お
い
て
「
発
効
日
」
と
い
う
。）」

と
、「
平
成
二
十
二
年
改
正
法
の
施
行
日
」
と
あ
る
の
は
「
発
効
日
」
と
す
る
。

（
社
会
保
障
協
定
の
実
施
に
伴
う
国
民
年
金
法
施
行
規
則
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
の
特
例
等
に
関
す
る
省

令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

社
会
保
障
協
定
の
実
施
に
伴
う
国
民
年
金
法
施
行
規
則
及
び
厚
生
年
金
保
険
法
施
行
規
則
の
特
例
等
に
関
す

る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
及
び
第
三
条
を
削
り
、
附
則
第
一
条
中
「
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
」
を
削
り
、
同
条
の
見
出
し
及

び
条
名
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
間
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
五
十
三
号

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十

九
号
）
第
四
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五

年
十
一
月
二
十
九
日
付
け
で
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
を

認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

一

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

深

川
市

二

構
造
改
革
特
別
区
域
の
名
称

ふ
か
が
わ
果
実
酒
特

区
三

構
造
改
革
特
別
区
域
の
範
囲

深
川
市
の
全
域

四

特
定
事
業
の
名
称
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
構
造
改
革

特
別
区
域
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構
造
改
革
特

別
区
域
基
本
方
針
別
表
第
一
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。）
特
産
酒
類
の
製
造
事
業
（
七
〇
九
（
七
一
〇
））

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
五
十
四
号

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十

九
号
）
第
四
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五

年
十
一
月
二
十
九
日
付
け
で
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
を

認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

一

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

長

野
県
埴
科
郡
坂
城
町

二

構
造
改
革
特
別
区
域
の
名
称

さ
か
き
ワ
イ
ン
特
区

三

構
造
改
革
特
別
区
域
の
範
囲

長
野
県
埴
科
郡
坂
城

町
の
全
域

四

特
定
事
業
の
名
称
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
構
造
改
革

特
別
区
域
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構
造
改
革
特

別
区
域
基
本
方
針
別
表
第
一
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。）
特
産
酒
類
の
製
造
事
業
（
七
〇
九
（
七
一
〇
））

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
五
十
六
号

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十

九
号
）
附
則
第
五
条
に
規
定
す
る
措
置
に
基
づ
き
、
平
成

二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日
付
け
で
構
造
改
革
特
別
区
域

計
画
を
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

一

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

大

阪
市

二

構
造
改
革
特
別
区
域
の
名
称

埋
立
用
途
区
分
柔
軟

化
特
区

三

構
造
改
革
特
別
区
域
の
範
囲

大
阪
市
の
区
域
の
一

部
（
夢
洲
地
区
）（
詳
細
は
内
閣
府
に
お
い
て
閲
覧
に
供

す
る
。）

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
五
十
五
号

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十

九
号
）
第
四
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
五

年
十
一
月
二
十
九
日
付
け
で
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
を

認
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

一

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

南

丹
市

二

構
造
改
革
特
別
区
域
の
名
称

日
本
の
原
風
景

ふ

る
さ
と
南
丹
ど
ぶ
ろ
く
特
区

三

構
造
改
革
特
別
区
域
の
範
囲

南
丹
市
の
全
域

四

特
定
事
業
の
名
称
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
構
造
改
革

特
別
区
域
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構
造
改
革
特

別
区
域
基
本
方
針
別
表
第
一
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。）

特
定
農
業
者
に
よ
る
特
定
酒
類
の
製
造
事
業

（
七
〇
七
（
七
〇
八
））

˜——
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